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アンケート実施結果
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1. アンケート実施概要①

(1) 調査目的

「静岡県令和６年度ケアマネジメント業務AI導入支援事業」の
効果検証として、ケアマネジメント支援システム「SOIN（そわん）」
を利用する前後でアンケート調査を実施し、その差異を分析する
ことにより、効果を検証する。

(2) 調査対象
・静岡県内居宅介護支援事業所のケアマネジャー
・静岡県内地域包括支援センター職員

(3) 調査対象数 22名

(4) 有効回答数 21名(１名未回答)　

(5) 回答率 事前アンケート：95.5％　事後アンケート：95.5％
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アンケート項目一覧（大項目）

１、ケアマネジメント業務について

２、アセスメント業務について

３、ケアプラン作成業務について

４、サービス担当者会議等調整業務について

５、新人教育・自己学習について 

６、AIについて

1、SOIN利用実績

２、ケアマネジメント業務について

３、アセスメント業務について

４、ケアプラン作成業務について

５、サービス担当者会議等調整業務について

６、新人教育・自己学習について 

７、AIについて

AI利用前アンケート AI利用後アンケート

1. アンケート実施概要②
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2.事業参加者のまとめ①（年齢、ケアマネジャー歴、保有資格）

図１：回答者年代（n=21） 図２：ケアマネジャー：経験年数（n=21）

図３：主任介護支援専門員資格有無（n=21） 図４：介護支援専門員以外の保有資格（複数回答可）

本事業は、事業参加者のうち21名の方がAIシステムを利用した。
事業参加者の年代、ケアマネジャーの経験年数、保有する資格について下記グラフで示す。
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
回答数(単位:人)

20代　

30代　

40代　

50代　

60代〜

0 1 2 3 4 5 6 7 8
回答数(単位:人)

5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上

あり
52%

なし
48%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
回答数(単位:人)

看護師

保健師

社会福祉士

介護福祉士
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図５：事業参加者の担当件数
(n=21)

●AIシステムの利用状況

・実証事業期間中、全ての参加者がAIシステムを利用した。
・AIシステムへの登録件数は、半数以上の参加者が2～3件、多い方で10件の登録があった。

図６：担当ケースのうち、AIシステムを利用したケースを確認
(n=21)

15件未満
24%

15件以上25件未満
5%

25件以上35件未満
28%

35件以上
43%

2.事業参加者のまとめ②（担当件数、AIシステム登録数）

1件以下
33%

2件〜3件
57%

4件以上
10%
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図７：AIシステム利用場面
(複数回答可)

●AIシステムの利用場面について

・ケアマネジャーがAIシステムを利用した場面は、主に「アセスメント」や「ケアプラン作成」に集中していることがわかる。

・また、「ケアマネジャーの知識の補完」や「インテーク」の場面でも一定の利用が見られ、システムが日々の業務をサポートして
いることがうかがえる。

2.事業参加者のまとめ③（利用場面について）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

回答者数(単位:人)

その他

サービス担当者会議

モニタリング

新人ケアマネジャーの教育

プラン終結・見直し

ケアプラン作成（サービス内容・種別の検討）

ケアプラン作成（方針・目標設定）

ご利用者・ご家族との合意形成

ケアマネジャーの知識補完

アセスメント

インテーク
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図８：事業参加者の担当件数
(n=21)

●担当以外のAIシステムの利用状況

・ケアマネジャー自身が担当していないケースに対してAIシステムを利用している件数を見ると4件以上(１名) 、 2〜3件(2名)、
1件(2名) 、0件(16名)、となっている。

・利用場面としては、「アセスメント」や 「新人ケアマネジャーの教育」が挙げられており、担当外の事例に対してもケアマネジャー
がAIシステムを利用し、知識補完や教育支援を行っている様子が見受けられる。また、「一般的な介護サービス利用の相談」
にもAIシステムが利用されており、AIシステムが多様な業務に利用されたことが確認できた。

図９：利用者一人あたりの各機能の平均利用回数
(複数回答可)

2.事業参加者のまとめ④（自身の担当以外にAIシステムに登録した件数と利用場面）

0件
76%

1件
9%

2件〜3件
10%

4件以上
5%

0 1 2 3

回答者(単位:人)

一般的な介護サービス利用の相談

ケアマネジャーの知識補完

新人ケアマネジャーの教育

アセスメント
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●「改善の可能性（自立支援）」を意識したケアマネジメントにAIがもたらす効果を確認した

・AIシステム導入前、利用者のADLや心身機能の「改善の可能性（自立支援）」を意識したケアマネジメントが「できていな
い」または「あまりできていない」と回答したケアマネジャーは37%いた。

・その37%のうち、 AIシステム導入後に「変化があった」または「やや変化があった」と感じたケアマネジャーは71%に上った。

3.ケアマネジメント業務について①

AI利用後AI利用前

図10：「改善の可能性（自立支援）」を意識した
ケアマネジメントが十分にできていると思うか確認

(n=21)

図11：「改善の可能性（自立支援）」を意識した
ケアマネジメント業務に、良い変化があったと思うか確認 

(n=7)

できている/少しできている
63%

できていない

あまりできていない
37%

変化があった/やや変化があった
71%

変化がなかった/
あまり変化がなかった

29%
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●「維持の可能性」を意識したケアマネジメントにAIがもたらす効果

・AIシステム導入前、利用者のADLや心身機能の「維持の可能性（自立支援）」を意識したケアマネジメントが「できていない」
または「あまりできていない」と回答したケアマネジャーは24%いた。

・その24%のうち、AI利用後に「変化があった」または「やや変化があった」と感じたケアマネジャーは60%に上った。

3.ケアマネジメント業務について②

AI利用後AI利用前

図12：「維持の可能性」を意識したケアマネジメントが
十分にできていると思うか確認

(n=21)

図13：「維持の可能性」を意識したケアマネジメント業務
に、良い変化があったと思うか確認

(n=5)

できている/
少しできている

76%

できていない/
あまりできていない

24%

変化があった

やや変化があった
60%

変化がなかった

あまり変化がなかった
40%
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●「悪化のリスク」を意識したケアマネジメントにAIがもたらす効果

・AIシステム導入前、利用者のADLや心身機能の「悪化のリスク」を意識したケアマネジメントが「できていない」または「あまりで
きていない」と回答したケアマネジャーは29%いた。

・その29%のうち、 AIシステム導入後に「変化があった」または「やや変化があった」と感じたケアマネジャーは83%に上った。

3.ケアマネジメント業務について③

AI利用後AI利用前

図14：「悪化のリスク」を意識したケアマネジメントが
十分にできていると思うか確認

(n=21)

図15：「悪化のリスク」を意識したケアマネジメント業務に、
良い変化があったと思うか確認

(n=6)

できている/
少しできている

71%

できていない

あまりできていない
29%

変化があった

やや変化があった
83%

変化がなかった

あまり変化がなかった
17%
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図16:AIシステムを活用することで「適切なケアマネジメント手法」の
業務の負担は軽減されたか

 (n=21)
図17:図16の「軽減された」「少し軽減された」と回答された方の、

負担軽減の要因を確認。(複数回答可)　

●AIシステムの利用が「適切なケアマネジメント手法」に沿ったケアマネジメントに有効かを確認した

・AIシステム利用後で「適切なケアマネジメント手法」に基づく業務の負担が「軽減された」または「少し軽減された」と回答したケ
アマネジャーは53%いた。その理由として最も多かったのは、「適切なケアマネジメント手法の理解が深まった」（6名）と「確認がしや
すくなった」（6名）であった。このことから、「適切なケアマネジメント手法」の活用に一定の効果があったことが確認できた。

・また、「多職種連携の際に方針の共有がしやすくなった」（2名）、「事前準備が楽になった」（2名）といった意見もあり、チームで
の情報共有や準備作業の効率化にも寄与していることがわかる。

AI利用後AI利用後

軽減された
5%

少し軽減された
48%

あまり軽減されなかった
28%

軽減されなかった
19%

3.ケアマネジメント業務について④

0 1 2 3 4 5 6 7
回答者数(単位:人)

プランの文言が適切に出てきた

適切なケアマネジメント手法を活用する

ケースが増えた

多職種連携の際に、方針の共有がしや

すくなった　　

事前準備が楽になった　

適切なケアマネジメント手法の理解が深

まった

確認がしやすくなった　
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● 「聞き忘れた」、「視点不足」にAIがもたらす効果を確認

・アセスメント業務では、ケアマネジャーの95%が「聞き忘れ」「視点不足」を感じている。
・AIシステム利用後は、ケアマネジャーの43%が「減った」「少し減った」と回答した。
・AIの活用が業務の精度向上や負担軽減に寄与していることがうかがえる。

4.アセスメント業務について①-1

図18:訪問時に「聞き忘れた」、「視点不足」と
感じたことを確認。

 (n=21)

図19: AIシステムを活用することで、
訪問時に「聞き忘れた」、「視点不足」と感じることが減ったか確認。 

(n=21)

AI利用後AI利用前

減った/
少し減った

43%

あまり減らなかった/
減らなかった

57%

ない/
あまりない

5%

たまにある/
ある
95%
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●AIシステム利用により、 「聞き忘れた」、「視点不足」が「減った・少し減った」と回答した人は以下の効果を実感した

4.アセスメント業務について①-2

図20:  「減った・少し減った」と回答された方にAIシステムの活用により行えたことを確認。
（複数回答可）　

0 1 2 3 4 5 6 7
回答者数(単位:人)

利用者の今後の改善の可能性、

悪化のリスクが想定できた

どのようなサービス等の

提案ができるか想定できた

疾患や状態に対して支援が

必要なポイントを事前に確認できた

訪問前に事前準備が行えた

新たな視点（ＡＩ）からの気づきが得られた
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●AIシステム利用後の初回アセスメントにおけるニーズの把握（情報収集）にかかる時間の変化を確認した

・AIシステムを利用することで、初回アセスメントにおけるニーズの把握(情報収集)にかかる時間が短縮できた。
・AIシステムの利用後は、「3時間以上」「1時間以上」要していたケアマネジャーが減少し、「30分未満」のケアマネジャーも
確認できた。

図21:初回アセスメントにおけるニーズの把握（情報収集）かかる時間について
(n=21)

10% 14%

14%

57%

76%

5%

5% 5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使用後

使用前

30分未満 30分以上1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上3時間未満 3時間以上

30

4.アセスメント業務について②

3時間以上が0%

30分未満が10%に増加
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4.アセスメント業務について③

図22:課題分析（アセスメント等）にかかる時間について 
(n=21)　

●AIシステム利用後の課題分析にかかる時間の変化を確認した

・AIシステムを利用することで、課題分析にかかる時間が短縮できた。
・AIシステムの利用後は、「30分未満」のケアマネジャーが増加したことが確認できた。

19%

10%

24%

33%

29%

29%

29%

29%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

使用後

使用前

30分未満 30分以上1時間未満 1時間以上2時間未満 2時間以上3時間未満

30分未満が19%に増加
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●ニーズの把握（情報収集）の際に、AIシステムが及ぼす効果について
・ニーズの把握（情報収集）の際に、43%のケアマネジャーがAIシステムを活用した。

●活用した方は以下の効果を実感している

4.アセスメント業務について④

図23:ニーズの把握（情報収集）の際に、
AIシステムを活用できましたか確認

 (n=21)

はい
43%

いいえ
57%

図24:「はい」の方にAIシステムの活用により行えたことを確認
 (複数回答可)

0 1 2 3 4 5 6
回答者数(単位:人)

SOIN AI Chatを活用して質問項目を作った

利用者への質問の前に、利用者の状態と状況の

想定が行えた

質問項目の整理ができる

質問の想定ができる

質問の「聞き忘れ」につながった

SOINの状態分析・基本ケア疾患別ケア分析を活
用して質問項目の整理をすることができた



Ⓒ Care Design Institute  Inc, All  Rights  Reserved.  CONFIDENTIALⒸ Care Design Institute  Inc, All  Rights  Reserved.  CONFIDENTIAL 33

●課題分析（アセスメント等）の際に、AIシステムが及ぼす効果について
・課題分析（アセスメント等）の際に、57%のケアマネジャーがAIシステムを活用した。

●活用した方は以下の効果を実感している

4.アセスメント業務について⑤

図25:課題分析（アセスメント等）の際に、
AIシステムを活用できたか確認

 (n=21)

図26:「はい」の方にAIシステムの活用により行えたことを確認
 (複数回答)

はい
57%

いいえ
43%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
回答者数(単位:人)

利用者・家族の希望だけではな

く、

AIの分析を活用できた

自分の考え以外の新しい視点が

手に入った

課題の見落とし、抜け漏れを

防止できた

リスクの想定がしやすくなった
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●状態変化の予測について

・約6割のケアマネジャーは、利用者の1年後の状態変化を予測しながらケアプランを作成している。
・AIシステムの「約1年後の状態予測機能」については、予想できると答えた人の60%が「役に立った」「少し役に立った」と回答。

5.ケアプラン作成業務について①-1

図27：利用者の約1年後の状態変化について予想し、
プランを作成していますか？ 

(n=21)

図28：「約1年後の状態の予測」を棒グラフで表す機能があります。
プラン作成時にこの機能は、役に立ちましたか？

(n=13)

AI利用後AI利用前

予想が難しい/
やや予想が難しい

38%

予想できる/
やや予想できる

62%

役に立った  /
少し役に立った

62%

役に立たなかった/
あまり役に立たなかった

38%

約60%が肯定的
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●状態変化の予測について

・約4割のケアマネジャーは、利用者の1年後の状態変化の予想を困難に感じてケアプランを作成している。
・AIシステムの「約1年後の状態予測機能」については、予想が困難に感じたと答えた人の60%が「役に立った」
　「少し役に立った」と回答。

5.ケアプラン作成業務について①-2

図27：利用者の約1年後の状態変化について予想し、
プランを作成していますか？ 

(n=21)

図28：「約1年後の状態の予測」を棒グラフで表す機能があります。
プラン作成時にこの機能は、役に立ちましたか？

(n=8)

AI利用後AI利用前

予想できる/
やや予想ができる

62%

予想が難しい/
やや予想が難しい

38%

役に立った  /
少し役に立った

63%

役に立たなかった/
あまり役に立たなかった

37%

約60%が肯定的
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●AIシステム利用により、 「約1年後の状態の予測」機能が 「役に立った・少し役に立った」と回答した人は以下の効果を
実感した

5.ケアプラン作成業務について①-3

図29：「役に立った・少し役に立った」の方にどの場面で
AIシステムの機能を活用したか確認。

（複数回答可） 

0 1 2 3 4 5 6 7 8
回答者数(単位:人)

利用者・家族への根拠説明ができた

自身の立てたプランと比較して方向性の確認ができた

利用者の状態像の再認識ができた

サービス提案内容の客観的評価ができた
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●要介護度の予測について

・約4割のケアマネジャーは、要介護度を予測しながらケアプランを作成している。
・AIシステムの「約1年後の要介護度の予測」については、予想できていると答えた人の6割が「役に立った」と回答した。

5.ケアプラン作成業務について②-1

図30：利用者の約1年後の要介護度の変化について予
想し、プランを作成していますか？

(n=21)

図31：「約1年後の要介護度の予測」をパーセンテージ（％）
で表す機能があります。プラン作成時にこの機能は、

役に立ちましたか？ 
(n=9)

AI利用後AI利用前

予想が難しい/
やや予想が難しい

57%

予想できる/
やや予想できる

43%

役に立った  /
少し役に立った

66%

役に立った/
あまり役に立たなかった

34%

約60%が肯定的
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●要介護度の予測について

・約6割のケアマネジャーは、要介護度を予測が困難と感じてケアプランを作成している。
・AIシステムの「約1年後の要介護度の予測」については、予想が困難と感じている人の3割が「役に立った」と回答した。

5.ケアプラン作成業務について②-2

図30：利用者の約1年後の要介護度の変化について予
想し、プランを作成していますか？

(n=21)

図31：「約1年後の要介護度の予測」をパーセンテージ（％）
で表す機能があります。プラン作成時にこの機能は、

役に立ちましたか？ 
(n=12)

AI利用後AI利用前

予想できる/
やや予想ができる

43%

予想が難しい/
やや予想が難しい

57%

役に立った  /
少し役に立った

33％

役に立たなかった/
あまり役に立たなかった

67%

約30%が肯定的
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5.ケアプラン作成業務について②-3

●AIシステム利用により、 「約1年後の要介護度の予測」が 「役に立った・少し役に立った」と回答した人は以下の効果を
実感した

図32：「役に立った・少し役に立った」の方にどの場面でAIシステムの機能を活用したか確認
（複数回答可） 

0 1 2 3 4 5
回答者数(単位:人)

自身の立てたプランと比較して方向性の確認ができた

サービス提案内容の客観的評価ができた

利用者・家族への根拠説明ができた

利用者の状態像の再認識ができた
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●短期目標・長期目標について
・AIシステム利用前に事業参加者に長期・短期目標を立てる際に難しいと感じることがあるか確認したところ、ケアマネジャー
の81%は、「はい」と回答。

・以下のような「苦労していること」があげられている

5.ケアプラン作成業務について③-1

はい
81%

いいえ
19%

図33：長期・短期目標を立てる際に難しいと感じることがあるか確認
(n=21)

AI利用前

1ご本人やご家族が読んでもわかる言葉で作成している。専門用語は使わない。

2ご本人やご家族が理解できるように、専門用語を使わないようにしている。

3ご本人やご家族が理解できる言葉を使うように心がけている。

4ニーズが短期、長期目標に繋がっていないのではないかと感じることがある。

5ニーズは言葉にしてもらえるが、それに対しての目標までが明確に聞き出せていない。

6フランクに聞き出した内容を固い目標に落とし込むのが難しい

7みんな同じような文章になってしまう。ありきたりな文章になってしまう。

8具体的に評価できる目標で、ご本人の生きがいや楽しみにつながることを意識する

9言葉選び・本人と家族の意向の相違時

10支援経過の長い方の目標設定が難しいと感じます

11似たような文言ばかりになってしまう

12似たような文章になりがち

13数値等を入れて具体的にしたり、手段が目標にならないようにしている。

14特に苦労はない

15評価できる文章になりにくい。気が付けば同じような文章になってしまっている

16本人から目標を引き出すこと自体が難しい

17本人の希望とご家族の現実に合わせる事。

18
本人の希望を確認し生活上でできていることを継続することを意識して作成。しかしどのよ
うな内容を目標にあげるべきか判断しにくいところがある。

19
本来であればみんなニーズが違うはずだが、ついつい似たケースの人の事例に当てはめて重
ねてしまいがち。

20利用者の言葉を要約する形で文書化しています。

21
利用者本人の望む生活を聞き取ること。生活行為の中での課題に着目したいと考えてい
る。ご家族との思いに違いがあるときは苦労します。
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●短期目標・長期目標について
・AIシステム利用後にケアマネジャーにケアプラン作成時に短期目標・長期目標を作成する上で、AIシステムの分析は、役
に立ったか確認したところ、ケアマネジャーの62%は、「はい」と回答。

・AIシステム利用により、短期目標・長期目標を作成する上で、 「役に立った・少し役に立った」回答した人は以下の効果
を実感した

5.ケアプラン作成業務について③-2

役に立った/
少し役に立った

62%

役に立たなかった/
あまり役に立たなかった

38%

図34：ケアプラン作成時に短期目標・長期目標を作成する上で、
AIシステムの分析は、役に立ったか確認 (n=21)

AI利用後

図35：短期目標・長期目標を作成する上で、
AIシステムのどの機能が役に立ったか確認（複数回答可）

0 1 2 3 4
回答者数(単位：人)

アセスメント情報が入力済みなので振り

返ることができ、計画書の作成に役に

立った

こちらの立てた目標の確認ができた

SOINの分析結果を参照しながら計画書
の作成ができた　

SOINによる将来の状態予測が計画書
の作成に役に立った

SOIN AI Chatに相談することで、
計画書作成の骨子を作成できること

SOINが出力する課題整理総括表が
ケアプランの作成に役に立った
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●利用者・ご家族に相談する際について

・ケアプランの方針・目標・根拠の説明に苦労していると回答したケアマネジャーは71%に上った。
・そのうち47%のケアマネジャーが「役に立った」と回答した。

6.サービス担当者会議等調整業務について①-1

図36：ご自身のケアプランの方針・目標・根拠を利用者・
ご家族に説明するときに苦労するときがあるか確認 

(n=21)

図37：ご自身のケアプランの方針・目標・根拠を利用者・
ご家族に説明するときにAIシステムが役立ったか確認

(n=15)

AI利用後AI利用前

いいえ
29%

はい
71%

はい
47%

いいえ
53%
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●AIシステム利用によりご自身のケアプランの方針・目標・根拠を利用者・ご家族に説明するときにAIシステムが
　「役立った」と回答した人は以下の効果を実感した。

6.サービス担当者会議等調整業務について①-2

図38：「はい」の方に、どの機能が役に立ったか確認
(複数回答可)

0 1 2 3 4
回答者数(単位:人)

サービスプランの比較を用いてプランの説明を行った

自分の考えの裏付けができた

視覚的にグラフで説明ができた

SOIN AIChatで出てくる回答を参考にした

将来予測を見せて説明ができた
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●新人・若手の育成を行う時間の確保について

・事前アンケートでは81%が育成に「とても困っている」と「やや困っている」と回答。
・AIシステム導入後はそのうち35%が「良い変化があった」「やや良い変化があった」と回答。

7.新人・若手のケアマネジャーの育成・自己学習について①-1

困っていない/あまり困っていない
19%

とても困っている

やや困っている
81%

良い変化があった/
やや良い変化があった

35%

あまり変わらない/変わらない
65%

図39：新人・若手のケアマネジャーの育成を行う際に
十分に時間を確保できずに、困ることがありますか？

(n=21)

図40：新人・若手のケアマネジャーの育成を行うための業
務に変化はありましたか？

(n=17)

AI利用後AI利用前

比較的経験の浅い
ケアマネジャーも含まれていた
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●新人・若手の育成を行う際に効果的な教育について

・事前アンケートでは86%が「効果的に教育できていない」と回答。
・AIシステム導入後では、67%が「有効である」「概ね有効である」回答。
・前ページのことから、AIシステムは、時間創出にとどまらず、効果的な教育の実現に貢献することが確認できた。

7.新人・若手のケアマネジャーの育成・自己学習について①-2

十分にできている/
だいたいできている

14%

あまりできていない/
ほとんどできていない

86%

図41：新人・若手のケアマネジャーの育成を行う際に
効果的に教育を実施できているか確認 

(n=21)

図42：新人・若手のケアマネジャーの育成を効果的に行うにあたり、
AIシステムが、有効であると思うか確認 

(n=21)

有効である/
概ね有効である

67%

あまり有効ではない/
有効ではない

33%

AI利用後AI利用前
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7.新人・若手のケアマネジャーの育成・自己学習について②-1

●AIシステム利用により、 「新人・若手のケアマネジャーの育成を行うための業務に変化」が 「良い変化があった・やや良い
変化があった」と回答した人は以下の効果を実感した

図43「良い変化があった・やや良い変化があった」の方に業務が変化したことについて確認。
（複数回答可） 

0 1 2 3 4

新人教育のための時間を確保できるようになった

SOIN AIChatで出てくる回答を参考に分かりやすく説明できるよう
なった

将来予測を見せて分かりやすく説明できるようなった

グラフを用いて分かりやすく説明できるようになった
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7.新人・若手のケアマネジャーの育成・自己学習について②−2

●AIシステム利用により、 「新人・若手のケアマネジャーの育成を効果的に行うにあたり、AIシステムが有効か」の質問に 
「有効である・おおむね有効である」と回答した人は以下の効果を実感した

図44：「有効である・おおむね有効である」の方に有効と
思われた理由を確認した。

 (複数回答可)

0 1 2 3 4 5 6

回答者(単位:人)

サービスプランの比較を用いて分かりやすく説明できるようなった

新人が自己学習をできるようになった

個人の考えと比較できる

「悪化防止を図りたい項目」のアドバイスを

用いて分かりやすく説明できるようになった

SOIN AIChatで詳しくともシンプルにでも答えがもらえる。

グラフを用いて分かりやすく説明できるようになった

将来予測を見せて分かりやすく説明できるようなった

SOIN AIChatで出てくる回答を参考に
分かりやすく説明できるようなった
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● AIシステム利用後に「自身の知識補完」について有効か確認した。
・AIシステムは日常業務における知識補完に有効であったと感じたケアマネジャーが71%にのぼった。

・「課題分析（14名）」「アセスメント（13名）」「ケアプラン作成（11名）」では高い評価を得ており、業務の基盤となる重要な
プロセスでAIが有効に機能していることがうかがえる。
・「モニタリング（10名）」や「インテーク（8名）」でも一定の活用が見られ、継続的な支援や初期対応の場面でも役立ってい
ることがわかる。

・一方で、「サービス担当者会議」や「多職種連携」などの対人業務での活用は比較的少なかったものの、退院前カンファ
レンス（7名）での活用も見られた。

7.新人・若手のケアマネジャーの育成・自己学習について③

0% 20% 40% 60% 80% 100%

多職種連携

モニタリング

サービス担当者会議

ケアプラン作成

課題分析

アセスメント

インテーク

退院前カンファレンス

当てはまる 当てはまらない

はい
71%

いいえ
29%

図45：AIシステムが日常の業務の中で、知識の補完に役に立ったか確認
(n=21)

図46：「はい」と回答した人にどの場面で役に立ったか確認した
(n=15)
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●AIシステムについてどのような場面でAIシステムが役に立つか確認した。

・特に 知識補完（90%）やケアプラン作成（86%） 、アセスメント（81%）において高い評価を得ており、情報の精査や意思決
定のサポートとして有用であることが示された。また、新人・若手の教育（76%）やモニタリング（71%）にも有効であり、業務の
質向上に寄与する可能性がある。

8.AIシステムについて

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ケアマネジャーの知識補完

新人・若手ケアマネジャーの教育

モニタリング

サービス担当者会議

利用者・家族との合意形成

ケアプラン作成（サービス内容・種別の検討）

ケアプラン作成（方針・目標設定）

アセスメント（情報収集）

初回訪問（インテーク）

肯定的 否定的

図47:AIシステムはケアマネジメントのプロセスにおいて、どのような場面で役立つか確認した。
 (n=21)


